








要約:産科外来を受診した産婦 1300 名を対象とし、妊娠中に 3 回、産後に 4 回、  Zung

の自記式うつ病尺度 Self-ratin Depression Scale  (SDS)を配布し、各時点でのうつ病

の有病率を SDS の RDC 様診断に従って求めた。うつ病の罹患率は、妊娠初期で 31%、妊娠

中期で 12%、妊娠後期に 14%、産後 5日目に 8%、産後 1月目に 12%、産後 6か月目に 17%、

12 か月目に 14%であった。妊娠期間中のうつ病の罹患危険要因は、妊産褥婦自身が 15 歳

以前に両親から受けた不良な養育、悪阻の重症度、公的自己意識、妻および夫の低教育水

準、低年収、妻の喫煙習慣、夫からの不良な支援、望まない妊娠、妻と夫の今回の妊娠に

対しての否定的反応であり、産後 1月目までのうつ病の罹患危険要因は、妊娠中及び産直

後の低い母性意識と不良な胎児(新生児)への態度、児のむずがり、泣きやすさ、妊娠期問

中の飲酒、吸引分娩・帝切であり、さらに、産後 1 月目以降・産後 12 か月目までのうつ

病の罹患危険要因は、15 歳以前の不良な被養育体験、不良な夫からの支援、妻の今回妊

娠に対しての否定的反応であった。


